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「
益
田
高
友
家
文
書
」
は
、
中
世
の
石
見
国
益
田
の
領
主
で
あ
っ
た
益
田
氏
の
有

力
一
族
の
家
系
に
伝
わ
っ
た
文
書
群
で
、
山
口
県
内
在
住
の
同
家
の
ご
子
孫
よ
り
山

口
県
文
書
館
に
二
〇
一
四
年
二
月
に
寄
託
さ
れ
た
。

　

こ
の
文
書
群
は
、
従
来
「
閥
閲
録
」
巻
一
六
八
益
田
織
部
家
来
・
益
田
五
郎
兵
衛

に
一
部
が
写
と
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
（
１
～
６
号
文
書
）、
ま
た
『
益
田
市
誌
』

上
巻
（
一
九
七
五
年
）
に
、
益
田
藤
兼
感
状
写
（
15
号
文
書
の
写
）
が
「
益
田
高
友

文
書
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
（
六
三
八
頁
）
な
ど
、
部
分
的
に
そ
の
存
在
が
知
ら
れ

て
い
た
が
、
そ
の
正
文
（
た
だ
し
「
閥
閲
録
」
所
収
の
毛
利
元
就
・
同
隆
元
連
署
書

状
写
の
正
文
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
）
と
多
数
の
新
出
文
書
、
系
図

等
（
表
１
参
照
）
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
益
田
氏
研
究
に
大
き
く
資
す
る
と

思
わ
れ
る
。

　

な
お
益
田
高
友
家
は
、
益
田
貞
兼
の
子
で
宗
兼
の
弟
兼
勝
を
祖
と
す
る
一
族
で
、

中
世
で
は
兼
勝
―
兼
貴
―
兼
友
と
続
く
。
代
々
若
い
頃
は
与
次
郎
を
称
し
、
兼
勝
と

兼
貴
は
刑
部
少
輔
を
官
途
と
し
、
さ
ら
に
下
野
守
を
受
領
と
し
た
。
兼
友
は
二
郎
兵

衛
を
称
し
た
。
享
禄
三
（
一
五
三
〇
）
年
の
吉
見
氏
と
益
田
氏
の
協
定
に
際
し
て
、

兼
勝（
刑
部
少
輔
）が
有
力
一
族
の
中
で
最
も
奥
に
署
名
す
る
な
ど（『
益
田
家
文
書
』

八
九
九
号
）、
戦
国
期
の
益
田
氏
の
一
族
・
家
臣
の
中
で
も
最
上
級
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

文
書
群
名
の
も
と
と
な
っ
た
益
田
高
友
は
、
一
八
世
紀
前
半
頃
の
当
主
で
、
こ
の

家
系
の
傍
流
で
あ
っ
た
が
、
本
家
に
跡
継
ぎ
が
な
く
、
養
子
と
し
て
本
家
を
相
続
し

た
。「
閥
閲
録
」
の
差
出
原
本
を
作
成
し
た
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
こ
の
家
の
文
書
を

書
写
し
て
ま
と
め
る
な
ど
（
冊
子
１
）、「
益
田
高
友
家
文
書
」
が
現
在
に
伝
わ
る
上

で
大
き
な
貢
献
を
し
た
人
物
で
あ
る
。

　

今
回
は
、「
益
田
高
友
家
文
書
」
の
う
ち
、
同
家
の
兼
友
の
代
ま
で
の
文
書
を
中

世
分
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

史
料
紹
介山

口
県
文
書
館
寄
託
「
益
田
高
友
家
文
書
」
中
世
分
の
翻
刻
と
紹
介

中　
　

司　
　

健　
　

一
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【
凡
例
】

一�　

字
体
は
、
常
用
漢
字
や
人
名
用
漢
字
は
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。
そ
れ
以
外
の

漢
字
（
い
わ
ゆ
る
表
外
漢
字
）
や
一
部
の
変
体
仮
名
に
は
、
原
文
の
字
体
を
残
し

た
も
の
も
あ
る
。

一�　

校
訂
者
の
加
え
た
註
の
う
ち
、
校
訂
註
に
は
〔　

〕、
説
明
註
に
は
（　

）
を

用
い
た
。

一�　

欠
損
は　

□　

で
、
朱
書
き
は　
『　

』　

で
示
し
た
。
正
文
に
つ
い
て
は
、
行

の
か
わ
り
目
を　

」　

で
、
紙
の
か
わ
り
目
を　

』　

で
示
し
た
。

〔
軸
〕　
（
１
号
～
６
号
）

１
　
大
内
義
長
書
状
（
縦18.0

㎝
、
横43.8

㎝
）　

※
『
閥
閲
録
』
３

就
三
隅
家
之
儀
、」
藤
兼
存
分
候
哉
、」
晴
賢
以
申
談
之
趣
、」
用
捨
候
之
様
、
諷
諫
」

肝
要
候
、
猶
東
円
坊
・
」
右
田
右
京
亮
可
申
候
、」
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

九
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　

義
長
（
花
押
１
）

　
　
　
　
　
　

益
田
刑
部
少
輔
殿

２
　
尼
子
晴
久
書
状
（
縦17.7

㎝
、
横38.5

㎝
）　

※
『
閥
閲
録
』
２

対
両
三
人
示
給
之
、
得
其
」
意
候
、
此
表
之
事
、
山
吹
」
已
下
之
敵
城
悉
伐
捕
之
、」

属
本
意
候
、
其
表
之
儀
」
無
油
断
、
方
々
可
有
計
」
略
事
肝
要
候
、
尚
各
」
可
申
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

九
月
三
日　
　
　
　
　
　
　

晴
久
（
花
押
２
）

　
　
　
　
　
　

益
田
刑
部
少
輔
殿

　
　
　
　
　
　

益
田
伊
豆
守
殿

３
　
陶
晴
賢
書
状
（
縦17.7

㎝
、
横38.7

㎝
）　

※
『
閥
閲
録
』
５

誠
御
帰
陣
之
後
無
音
候
、
故
障
之
」
儀
令
連
続
、
乍
存
打
過
候
、
御
所
」
労
被
得
快

験
之
通
、
張
忠
申
候
、
於
愚
」
身
令
安
堵
候
、
陣
中
別
而
御
入
魂
」
不
令
忘
却
候
、

弥
可
申
承
候
、
仍
雁
二
」
羽
送
給
候
、
欣
悦
候
、
年
内
既
無
」
余
日
候
、
明
春
早
々

可
申
述
候
、
恐
々
」
謹
言
、

　
　
　
　

十
二
月
廿
三
日　
　
　
　
　

晴
賢
（
花
押
３
）

　
　
　
　
　
　

益
田
刑
部
少
輔
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
報

４
　
内
藤
隆
世
書
状
（
縦16.3

㎝
、
横36.7

㎝
）　

※
『
閥
閲
録
』
６

須
子
源
五
郎
英
明
領
分
」
阿
武
郡
三
見
郷
事
、
御
方
」
衆
可
被
相
動
之
由
、
其
聞
候
、」

（
益
田
）

（
陶
）

（
天
文
二
十
三
年
）

（
大
内
）

（
兼
貴
）

（
石
見
国
邇
摩
郡
）

（
弘
治
二
年
ヵ
）

（
尼
子
）

（
兼
貴
）

（
兼
順
）

（
天
文
二
十
三
年
）

（
陶
）

（
兼
貴
）（

長
門
国
）

山口県文書館「益田高友家文書」目録
整理番号 形状 名称

益田家1 軸 大内氏・内藤氏・尼子氏・陶氏書状（１～６号）

益田家2 巻子 〔益田家判物類〕（７～16号）

益田家3 冊子 御感状其外万御判物之写（17～61号）

益田家4 冊子 先祖已来軍功其外功労之次第

益田家5 冊子 御神本并益田家系図（天御中主尊～益田就賢）

益田家6 巻子 御神本并益田氏世系之図（天御中主尊～益田就之）

益田家7 巻子 〔益田氏系図〕（国兼～高友）

益田家8 巻子 天子登極之図（神武天皇～桃園天皇）
益田家9 巻子 公方家御系図（広忠～家治）

益田家10 巻子 藤原姓世系之図（鎌足～基経）

益田家11 巻子 毛利御系図（平城天皇～重就）

益田家12 巻子 〔吉見氏系図〕（清和天皇～岸正勝）

益田家13 状 〔戒名札〕（安国院殿徳蓮社崇誉道和大居士）

益田家14 冊子 鑑政

益田家15 巻子 〔新陰柳生家当流秘伝書〕

益田家16 巻子 〔嘉納流柔術秘伝書写〕

益田家17 状 〔益田氏系図目録〕

益田家18 状 〔益田家文書目録〕
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太
以
不
可
然
候
、
英
明
事
」
無
別
儀
馳
走
仁
候
間
、
申
」
談
候
、
可
被
止
其
綺
之
由
、

対
」
諸
勢
被
仰
触
候
者
、
尤
」
干
要
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

三
月
八
日　
　
　
　
　
　
　

隆
世
（
花
押
４
）

　
　
　
　

益
田
刑
部
少
輔
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
陣
所

５
　
陶
晴
賢
書
状
（
縦17.7
㎝
、
横37.0

㎝
）　

※
『
閥
閲
録
』
４

帰
陣
後
無
音
候
、
陣
中
御
心
」
懸
・
御
馳
走
之
段
、
無
忘
却
候
、
即
」
可
申
之
処
、

兎
角
相
過
候
、
非
本
意
候
、」
仍
馬
一
疋
佐
目
進
之
候
、
猶
使
僧
」
可
申
候
、
恐
々
謹

言
、

　
　
　
　

十
二
月
十
四
日　
　
　
　
　

晴
賢
（
花
押
５
）

　
　
　
　
　
　

益
田
刑
部
少
輔
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
之
候

６
　
内
藤
隆
世
書
状
（
縦13.2

㎝
、
横46.1

㎝
）　

※
『
閥
閲
録
』
７

至
福
井
郷
御
着
陣
之
由
、」
尤
可
然
候
、
仍
御
手
之
衆
」
於
多
万
・
小
河
濫
妨
等
」

有
之
由
、
其
聞
候
、
於
事
」
実
者
無
謂
儀
候
、
堅
固
」
可
被
仰
付
事
肝
要
候
、」
如
度
々

申
候
、
其
口
肝
心
候
間
、」
隆
風
被
仰
談
、
至
長
野
」
御
襲
専
一
候
、
時
儀
示
給
」

又
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

三
月
十
二
日　
　
　
　
　
　

隆
世
（
花
押
６
）

　
　
　
　

益
田
刑
部
少
輔
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
陣
所

「
　
「
三
ノ
十
二
申
剋
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
山
口

　
　
　
　

益
田
刑
部
少
輔
殿　
　
　
　
　
　

内
藤
」

〔
巻
子
１
〕　
（
７
号
～
16
号
）

７
　
中
嶋
常
栄
書
状

　
　
　
　
　
（
第
一
紙　

縦22.0

㎝
、
横34.5

㎝
。
第
二
紙　

縦22.0

㎝
、
横24.5

㎝
）

　
　

�

先
日
貴
所
よ
り
見
事
之
」
文
箱
弐
進
上
候
、
御
□
□
」
□
沙
汰
之
由
候
、
先
々
」

□
等
よ
り
申
せ
と
」
□
条
、
此
分
候
、

此
間
者
連
日
参
会
申
候
、
本
望
候
、」
何
段
刑
部
少
輔
殿
被
対
貴
所
候
て
」
被
遣
候

御
状
之
事
、
肥
前
守
□
□
其
」
披
露
候
処
、
可
有
一
覧
之
由
候
之
条
、」
取
合
申
候
処
、

近
来
御
懇
問
□
□
□
然
」
上
者
、
雖
遠
国
候
、
向
後
入
魂
被
申
」
談
度
之
首
尾
計
に

て
、
此
□
□
直
書
」
刑
部
少
輔
殿
へ
被
申
入
候
、
惣
而
者
至
爰
」
許
肥
前
守
親
類
衆

多
々
候
へ
□
□
手
田
」
兵
部
少
輔
と
申
候
方
候
、
書
状
以
下
請
取
」
渡
之
段
被
拵
申

候
、
又
其
次
に
井
□
□
殿
助
・
」
樋
口
橘
右
衛
門
尉
と
申
仁
候
、
若
輩
に
候
へ
共
、』

当
時
走
舞
仕
候
、
於
後
日
自
然
相
当
」
御
用
共
候
ハ
ヽ
、
彼
方
へ
可
被
仰
□
候
哉
、」

為
御
心
得
申
候
、
更
天
気
晴
候
条
、
き
と
」
可
有
御
出
船
候
哉
、
目
出
候
、
猶
参
□

□
□
申
」
承
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

八
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　

常
栄
（
花
押
７
）

「　
　
　

（
墨
引
）　
　

中
嶋
四
郎
左
衛
門
入
道

　
　

大
賀
主
計
允
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
栄

　
　
　
　
　
　
　

御
旅
宿
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

　

○�

袖
の
上
部
は
少
し
切
除
さ
れ
て
い
る
。
欠
損
部
分
は
同
家
文
書
の
写
（
32
号
文

書
）
か
ら
補
っ
た
。

８
　
甲
清
書
状
（
縦19.2

㎝
×
横48.5

㎝
）

　
　

�

尚
々
、
被
思
召
寄
御
音
問
喜
悦
候
、」
次
郎
所
へ
も
御
懇
意
之
通
、」
申
聞
候
、

是
又
祝
着
之
由
申
」
事
候
、
哀
々
於
何
之
口
も
、
懸
御
」
目
度
之
由
」
申
事
候
、」

向
後
者
無
題
目
」
候
共
、」
蒙
仰
、
又
可
申
入
候
、」
御
同
意
所
仰
候
、

珍
札
畏
入
候
、
仍
先
年
者
、
於
」
雲
州
御
陣
、
弟
又
六
細
々
懸
御
」
目
、
得
御
意
候

〔
肝
〕

（
弘
治
二
年
ヵ
）

（
内
藤
）

（
兼
貴
）

（
天
文
二
十
三
年
）

（
陶
）

（
兼
貴
）

（
長
門
国
阿
武
郡
）

（
長
門
国
阿
武
郡
）

（
同
国
同
郡
）

（
町
野
）

（
石
見
国
美
濃
郡
）

（
弘
治
二
年
ヵ
）

（
内
藤
）

（
兼
貴
）

（
封
紙
ウ
ハ
書
）

（
異
筆
）

（
周
防
国
吉
敷
郡
）

〔
礼
等
〕
〔
無
〕

〔
我
〕

〔
候
〕

（
益
田
兼
貴
）

�（
松
浦
隆
信
）〔
へ
遂
〕

〔
之
由
候
、〕

〔
度
以
〕

〔
共
籠
〕

〔
関
主
〕

〔
通
〕

〔
候

て
可
〕

（
中
嶋
）

（
第
二
紙
切
封
ウ
ハ
書
）

©2015 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ）　山口県文書館寄託「益田高友家文書」中世分の翻刻と紹介（中司）97

之
由
候
、
我
等
事
御
在
」
陣
之
刻
、
不
罷
居
候
て
、
不
懸
御
目
候
ツ
、」
内
々
御
床

敷
存
候
処
、
御
状
一
入
」
快
然
候
、
御
同
名
中
務
少
輔
殿
へ
も
申
」
承
候
キ
、
就
中

親
候
者
所
へ
遙
々
隼
」
上
被
遣
候
、
誠
御
芳
情
之
段
不
浅
候
、」
一
段
見
事
之
由
候
、

将
又
爰
許
珍
」
敷
馬
今
程
不
到
来
候
、
雖
然
三
」
疋
も
可
然
馬
所
持
之
方
候
、
我
等

も
一
疋
」
所
持
候
、
懸
御
目
度
候
、
程
近
候
者
、
切
々
」
可
申
承
者
を
と
申
事
候
、

乍
去
於
此
」
表
之
用
等
候
者
蒙
仰
、
聊
不
可
有
」
別
候
、
於
何
之
口
も
御
出
張
候
者
、

遂
」
拝
顔
、
重
畳
可
申
述
候
之
条
、
閣
筆
候
、」
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

六
月
八
日　
　
　
　
　
　
　

甲
清
（
花
押
８
）

　
　
　
　

益
田
刑
部
少
輔
殿　
　

御
返
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参

　

○�

こ
の
文
書
は
年
未
詳
で
あ
る
が
、
文
中
の
「
雲
州
御
陣
」
は
永
禄
五
～
九
年
の

毛
利
氏
の
尼
子
氏
攻
め
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
益
田
尹
兼
感
状

　
　
　
　
　
（
第
一
紙　

縦17.0

㎝
、
横51.2

㎝
。
第
二
紙　

縦17.0
㎝
、
横18.0

㎝
）

去
十
六
日
於
三
隅
」
洞
明
寺
山
合
戦
之
時
、」
御
手
衆
中
村
与
五
郎
」
分
捕
打
死
、

松
本
小
五
郎
」打
死
、品
河
三
郎
右
衛
門
尉
太
刀
誅
、」領
家
藤
兵
衛
尉
太
刀
打
同
矢
、」

大
畠
四
郎
兵
衛
尉
太
刀
誅
同
矢
、」
斎
藤
兵
衛
九
郎
太
刀
打
、
中
井
」
新
左
衛
門
尉

太
刀
誅
、
中
村
七
郎
右
衛
門
尉
」
太
刀
打
矢
疵
二
ヶ
所
股脚
、
并
」
七
郎
左
衛
門
太
刀

誅
矢
疵
膝
、」
与
三
郎
太
刀
打
矢
疵
右
腕
鑓
」
疵
右
脛
、
弥
七
太
刀
打
、
新
四
郎
」
太
刀

打
、
二
郎
右
衛
門
矢
疵
右
手
、」
助
六
矢
疵
二
ヶ
所
左
肩
、
品
川
」
三
郎
右
衛
門
尉
下

人
彦
右
衛
門
」
打
死
、
同
弥
六
太
刀
打
蒙
」
疵
左
腕
、
各
粉
骨
之
次
第
、」
御
忠
節
、

誠
無
比
類
候
、」
親
候
者
申
談
、
別
而
感
』
悦
之
通
、
可
申
達
候
、
弥
」
可
抽
泰
忠

之
由
、
被
仰
」
付
者
、
可
為
肝
要
之
状
」
如
件
、

　
　

永
正
十
五
年

　
　
　
　

四
月
廿
六
日　
　
　
　
　

又
次
郎
（
花
押
９
）

　
　
　
　
　

与
次
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参

10
　
益
田
宗
兼
感
状

　
　
　
　
　
（
第
一
紙　

縦15.6

㎝
、
横42.0

㎝
。
第
二
紙　

縦15.6

㎝
、
横8.7

㎝
）

去
四
月
十
六
日
於
三
隅
」
洞
明
寺
山
合
戦
之
時
、」
手
衆
中
村
与
五
郎
分
捕
」
打
死
、

松
本
小
五
郎
并
下
人
」
彦
右
衛
門
打
死
、
更
非
」
及
言
語
之
儀
候
、
依
忠
」
懃
得
勝

利
候
、
高
名
無
」
比
類
候
、
其
外
数
多
」
或
太
刀
打
、
或
被
疵
、
各
」
戦
功
之
通
、

難
延
紙
」
面
候
、
悉
江
以
状
申
畢
、」
併
兼
勝
御
働
之
故
候
、」
必
一
廉
可
加
扶
持
候
、」

弥
被
励
軍
忠
者
、
可
」
為
肝
要
之
状
如
件
、』

　
　

永
正
十
五
年

　
　
　
　

六
月
廿
六
日　
　
　
　
　

治
部
少
輔
（
花
押
10
）

　
　
　
　
　

与
次
郎
殿

11
　
益
田
宗
兼
感
状
（
縦15.1

㎝
、
横39.0

㎝
）

去
四
月
十
六
日
於
三
隅
洞
」
明
寺
山
合
戦
之
時
、
中
間
」
七
郎
左
衛
門
太
刀
打

矢
疵
脛
、
与

三
郎
」
太
刀
討
矢
疵
右
腕

鑓
疵
右
脛
、
助
六
矢
疵
二
ヶ
所

左
肩　
　

、」
次
郎
左
衛
門
矢
疵

右
手
、
弥
七
太
刀
打
、」
新
四

郎
太
刀
打
、
各
忠
功
」
之
至
候
、
能
々
褒
美
」
専
一
候
、
彼
等
粉
骨
之
儀
、」
併
御
忠

節
之
故
候
、
弥
」
被
励
戦
功
者
、
可
為
」
肝
要
之
状
如
件
、

　
　

永
正
十
五
年

　
　
　
　

六
月
廿
六
日　
　
　
　
　

治
部
少
輔
（
花
押
11
）

　
　
　
　
　

与
次
郎
殿

12
　
益
田
藤
兼
感
状
（
縦12.8

㎝
、
横34.2

㎝
）

去
二
日
吉
見
大
蔵
少
輔
」
家
城
至
坪
尾
切
懸
」
之
時
、
郎
従
伏
谷
善
右
」
衛
門
尉
討

死
、
対
子
孫
」
染
筆
候
、
其
外
品
川
」
兵
庫
助
僕
従
二
人
」
打
死
候
、
原
新
右
衛
門

（
兼
貴
）

（
石
見
国
那
賀
郡
）

〔
討
ヵ
、以
下
同
〕

（
益
田
宗
兼
）

（
こ
の
行
は
紙
継
目
の
上
に
書
か
れ
て
い
る
）

（
益
田
尹
兼
）

（
益
田
兼
勝
）

（
石
見
国
那
賀
郡
）

〔
述
〕

（
益
田
宗
兼
）

（
益
田
兼
勝
）

（
石
見
国
那
賀
郡
）

（
益
田
宗
兼
）

（
益
田
兼
勝
）

（
正
頼
）

（
石
見
国
鹿
足
郡
三
本
松
城
）
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尉
」
夜
搦
之
時
、
二
人
打
取
、」
僕
従
弥
三
郎
一
人
打
執
、」
彼
是
度
々
儀
被
励
」
戦

軍
之
故
候
、
仍
軍
忠
」
状
如
件
、

　
　

天
文
廿
三

　
　
　
　

八
月
四
日　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
佐
（
花
押
12
）

　
　
　
　
　

形
部
［

13
　
益
田
藤
兼
感
状
（
縦13.0
㎝
、
横39.4

㎝
）

去
廿
九
日
宇
津
川
」
要
害
截
執
之
刻
、」
品
河
彦
五
郎
討
死
、」
敵
合
防
戦
分
明
」
之

処
、
忠
功
更
無
」
比
類
候
、
併
兼
貴
被
」
励
粉
骨
之
故
候
、」
必
連
忠
之
次
第
可
」

相
達
者
也
、
仍
後
鏡
」
之
状
如
件
、

　
　

弘
治
二
年

　
　
　
　

七
月
三
日　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
佐
（
花
押
13
）

　
　
　
　
　

形
部
少
輔
殿

14
　
益
田
藤
兼
感
状
（
縦13.0

㎝
、
横39.2

㎝
）

去
晦
日
宇
津
川
」
要
害
慙
執
之
刻
、」
原
新
左
衛
門
尉
討
死
、」
忠
賞
粉
骨
眼
」
前
候
、

心
懸
之
次
第
、」
尤
無
比
類
候
、
併
是
」
兼
貴
被
励
防
戦
」
之
所
致
候
、
連
忠
之
」

賞
必
可
相
談
者
」
也
、
仍
後
鏡
之
状
」
如
件
、

　
　

弘
治
二
年

　
　
　
　

七
月
三
日　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
佐
（
花
押
14
）

　
　
　
　
　

形
部
少
輔
殿

15　

益
田
藤
兼
感
状

　
　
　
　
　
（
第
一
紙　

縦17.0

㎝
、
横44.5

㎝
。
第
二
紙　

縦17.0

㎝
、
横38.8

㎝
）

去
月
廿
七
日
於
須
佐
磯
之
城
、
令
」
討
死
人
数
之
事

　
　
　
　
　

市
原
丹
後
守

　
　
　
　
　

市
原
弥
三
郎

　
　
　
　
　

市
原
内
蔵
助

　
　
　
　
　

岩
本
玄
番
允

　
　
　
　
　

中
嶋
図
書
允

　
　
　
　
　

中
嶋
源
五
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　

川
津
雅
楽
允

　
　
　
　
　

古
屋
縫
殿
助

　
　
　
　
　
中
間
竹
三

　
　
　
　
　
中
間
与
一
左
衛
門

右
彼
衆
之
事
、
寺
戸
左
近
大
夫
」
同
前
ニ
、
立
用
候
訖
、
剰
其
刻
」
各
被
動
之
趣
、

淵
底
令
承
」
知
候
、
無
比
類
次
第
、
絶
言
』
語
候
、
併
忠
功
之
段
、
連
々
」
兼
貴
江

可
相
談
者
也
、
仍
」
軍
忠
之
状
如
件
、

　
　

永
禄
五
年
壬戌

　
　
　
　

三
月
一
日　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
佐
（
花
押
15
）

　
　
　
　

刑
部
少
輔
殿

　
　
　
「　
　
　
　
　
　
　

 

大
谷
弥
六
左
衛
門
尉

　
　
　
　

於
吉
見
城　
　
　

同　

主
計
允

　
　
　
　

於
畑
田
正
法
寺　

三
原
少
輔
四
郎

　
　
　
　

於
吉
見　
　
　
　

大
道

　
　
　
　

豊
前　
　
　
　
　

中
間
弥
左
衛
門
尉

　
　
　
　
　

こ
く
ら
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

16　

益
田
元
祥
感
状
（
縦17.5

㎝
、
横47.7

㎝
）

去
七
日
豊
前
国
都
郡
」
宇
良
津
之
城
被
切
崩
」
候
之
時
、
於
鑓
下
数
ヶ
所
」
被
疵
、

剰
頸
一
被
討
捕
」
之
段
、
高
名
非
一
、
感
悦
」
無
極
候
、
殊
被
官
之
輩
」
数
人
敵
討

（
益
田
藤
兼
）

〔
刑
〕

（
益
田
兼
貴
）

（
少
輔
ヵ
）

（
石
見
国
美
濃
郡
）

（
益
田
藤
兼
）

〔
刑
〕

（
益
田
兼
貴
）

（
石
見
国
美
濃
郡
）
〔
斬
〕

（
益
田
藤
兼
）

〔
刑
〕

（
益
田
兼
貴
）

（
長
門
国
阿
武
郡
）

〔
蕃
〕

（
益
田
）

（
益
田
藤
兼
）

（
益
田
兼
貴
）

（
後
筆
ヵ
）

（
石
見
国
鹿
足
郡
）

（
石
見
国
鹿
足
郡
）

（
小

倉

津
）

（
マ
マ
）

（
築
城
郡
宇
留
津
）
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取
之
条
、
内
々
」
心
懸
之
故
与
不
浅
候
、
弥
可
」
被
抽
忠
懃
之
状
如
件
、

　
　

天
正
十
四
年
十
一
月
十
一
日　
　

元
祥
（
花
押
16
）

　
　
　
　
　

与
次
郎
殿

〔
冊
子
１
〕　
（
17
号
～
62
号
）

益
田
刑
部
少
輔
兼
勝
代
若
名
与
二
郎
、
後
下
野
守

17　

益
田
宗
兼
宛
行
状
写

小
坂
十
二
名
徳
屋
内
地
頭
分
風
呂
坂
壱
名
・
下
黒
谷
内
瀧
坂
壱
名
・
木
わ
み
壱
町
田

事
、
与
二
郎
兼
勝
無
他
妨
可
令
領
知
者
也
、
仍
為
後
日
亀
鏡
之
状
如
件
、

　
　

永
正
七
年
庚
午
十
月
廿
八
日　
　

宗
兼
御
判

　
　
　
　

与
次
郎
殿

18　

益
田
宗
兼
書
状
写

以
明
所
可
致
扶
持
之
条
、
其
間
之
事
反
銭
可
閣
申
候
、
加
扶
助
候
之
者
、
如
先
々
可

有
奔
走
候
、
委
細
悲
春
庵
・
大
谷
与
三
左
衛
門
尉
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

正
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　

宗
兼
御
判

　
　
　
　

与
二
郎
殿

19　

益
田
尹
兼
感
状
写
（
９
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
。
差
出
の
「
又
次
郎
」
の
横

に
朱
書
き
で
「
尹
兼
公
」
の
註
記
あ
り
）

20　

益
田
宗
兼
感
状
写
（
10
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
。
差
出
の
「
治
部
少
輔
」
の

横
に
朱
書
き
で
「
宗
兼
公
」
の
註
記
あ
り
）

21　

益
田
宗
兼
感
状
写
（
11
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
。
差
出
の
「
治
部
少
輔
」
の

横
に
朱
書
き
で
「
宗
兼
公
」
の
註
記
あ
り
））

22　

益
田
宗
兼
書
状
写

至
備
後
刑
部
少
輔
出
張
快
然
候
、
対
彼
方
連
々
不
及
余
儀
通
申
候
、
徳
祐
へ
能
々
可

有
物
語
候
、
巨
細
以
面
令
申
候
之
条
、
不
能
詳
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

八
月
十
六
日　
　
　
　
　
　

宗
兼
御
判

　
　
　
　

自
徳

益
田
刑
部
少
輔
兼
貴
代
若
名
与
次
郎
、
後
下
野
守

23　

毛
利
元
就
・
同
隆
元
連
署
書
状
写　

※
『
閥
閲
録
』
１

石
州
表
可
相
動
覚
語
候
、
就
夫
貴
殿
江
令
申
候
、
此
節
別
而
御
馳
走
可
為
祝
着
候
、

弥
可
預
御
心
得
候
、
猶
赤
川
十
郎
左
衛
門
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

三
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　

隆
元
御
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
就
御
判

　
　
　
　

益
田
刑
部
少
輔
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

24　

尼
子
晴
久
書
状
写
（
２
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
。
宛
所
の
「
益
田
伊
豆
守
殿
」

の
横
に
朱
書
き
で
「
兼
豊
、
又
左
衛
門
先
祖
」
の
註
記
あ
り
）

（
益
田
）

（
益
田
兼
友
）

（
表
紙
）御

感
状
其
外
筆
御
判
物
之
写

　
　
　
　
　

益
田
五
郎
兵
衛
高
友
記
之

（
石
見
国
美
濃
郡
）

（
石
見
国
美
濃
郡
）

（
石
見
国
美
濃
郡
）

（
益
田
）

（
益
田
兼
勝
）

（
益
田
）

（
益
田
兼
勝
）

（
益
田
兼
勝
）

『
宗
兼
弟
、
兼
勝
兄
、
神

護
院
』

（
益
田
）

〔
悟
〕

（
就
秀
）

（
永
禄
元
年
）

（
毛
利
）

（
毛
利
）

（
兼
貴
）
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25　

尼
子
晴
久
書
状
写

藤
兼
別
而
不
可
有
等
閑
之
通
申
談
之
条
、
於
向
後
毎
篇
馳
走
可
為
祝
着
候
、
尚
各
可

申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

十
一
月
廿
六
日　
　
　
　
　

晴
久
御
判

　
　
　
　
　
　

益
田
刑
部
少
輔
殿

26　

大
内
義
長
書
状
写
（
１
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

27　

陶
晴
賢
書
状
写
（
５
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

28　

陶
晴
賢
書
状
写
（
３
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
。
文
中
に
朱
書
き
で
「
張
忠
ハ

唐
人
張
一
家
ノ
元
祖
」
の
註
記
あ
り
）

29　

内
藤
隆
世
書
状
写
（
４
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

30　

内
藤
隆
世
書
状
写
（
６
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
。
文
中
に
朱
書
き
で
「
町
野

掃
部
助
隆
風
、
小
川
星
ノ
城
主
」
の
註
記
あ
り
）

31　

松
浦
隆
信
書
状
写

　
　

任
見
来
、
黒
頭
一
ヶ
唐
進
入
候
、
補
空
書
計
候
、

雖
近
来
馴
々
敷
候
、
以
事
次
令
啓
候
、
仍
被
対
大
賀
主
計
允
之
芳
札
、
具
加
披
見
候
、

珍
重
此
事
候
、
仍
於
爰
許
相
互
被
仰
通
度
由
承
候
、
目
出
候
、
如
仰
縦
雖
遠
国
之
事

候
、
向
後
無
御
隔
心
可
申
承
之
儀
、
可
為
本
望
候
、
今
度
幸
於
当
津
彼
主
計
允
下
向

候
条
、
此
方
旨
趣
精
申
候
間
、
定
而
能
々
可
相
達
候
、
此
表
自
然
相
応
之
御
用
候
者
、

自
今
以
後
不
可
有
無
沙
汰
候
、
誠
遼
遠
之
境
候
条
、
両
方
助
力
等
之
儀
ハ
雖
難
罷
成

候
、
千
里
同
風
之
於
御
心
底
者
、
何
様
入
魂
可
申
談
候
、
聊
別
儀
有
間
敷
候
之
条
、

可
御
心
安
候
、
江
崎
・
須
佐
両
津
へ
自
是
登
船
候
者
、
懇
可
申
入
候
、
御
次
而
之
時

ハ
、
右
衛
門
佐
殿
へ
御
取
合
可
為
祝
着
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

八
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　

隆
信
御
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
肥
前
守

　
　

益
田
刑
部
少
輔
殿　
　
　
　
　
　

隆
信

　
　
　
　
　
　
　
　

御
宿
所

32　

中
島
常
栄
書
状
写
（
７
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

33　

益
田
藤
兼
感
状
写
（
12
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
。
差
出
の
「
右
衛
門
佐
」
の

横
に
朱
書
き
で
「
藤
兼
公
」
の
註
記
あ
り
）

34　

益
田
藤
兼
感
状
写
（
13
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
。
差
出
の
「
右
衛
門
佐
」
の

横
に
朱
書
き
で
「
藤
兼
公
」
の
註
記
あ
り
）

35　

益
田
藤
兼
感
状
写
（
14
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
。
差
出
の
「
右
衛
門
佐
」
の

横
に
朱
書
き
で
「
藤
兼
公
」
の
註
記
あ
り
）

36　

益
田
藤
兼
感
状
写
（
15
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
。
差
出
の
「
右
衛
門
佐
」
の

横
に
朱
書
き
で
「
藤
兼
公
」
の
註
記
あ
り
）

37　

益
田
元
祥
書
状
写

今
度
潤
津
之
城
被
切
崩
候
砌
、
（
与
次
郎
・（
惣
次
郎
高
名
候
、
殊
与
次
郎
事
、
数
ヶ

所
被
疵
之
条
忠
節
無
比
類
候
、
剰
家
中
之
者
共
歴
々
分
捕
手
負
候
、
内
々
心
懸
故
与

不
浅
候
、
我
等
太
慶
此
事
候
、
何
も
帰
陣
之
節
、
以
面
可
申
述
候
、
恐
々
謹
言
、

（
益
田
）

（
尼
子
）

（
兼
貴
）

（
肥
前
国
松
浦
郡
平
戸
ヵ
）

（
長
門
国
阿
武
郡
）

（
同
国
同
郡
）

（
益
田
藤
兼
）

（
松
浦
）

（
兼
貴
）

（
豊
前
国
築
城
郡
宇
留
津
）

『
兼
友
』

『
佐
田
四
兵
衛
兼
為
』
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右
衛
門
佐

　
　
　
　

十
一
月
十
一
日　
　
　
　
　

元
祥
御
判

　
　
　
　
　

下
野
守
殿

38　

益
田
元
祥
書
状
写

今
度
於
潤
津
、
澄
川
惣
左
衛
門
尉
中
間
善
九
郎
・
助
四
郎
被
疵
之
由
、
内
々
心
懸
故

与
神
妙
候
、
以
此
旨
能
々
可
被
申
与
之
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
佐

　
　
　
　

十
一
月
十
一
日　
　
　
　
　

元
祥
御
判

　
　
　
　
　

下
野
守
殿

39　

益
田
元
祥
書
状
写

　
　

�

呉
々
無
休
期
在
陣
之
儀
候
へ
共
、
内
々
申
談
辻
お
、
元
春
如
望
被
相
調
候
ハ
ス

ハ
、
此
方
申
分
辻
不
合
様
候
へ
者
、
一
代
之
内
証
可
被
見
切
之
事
、
口
惜
存
候

条
、
旁
其
御
分
別
頼
申
候
〳
〵
、
以
上
、

今
度
在
陣
中
別
而
御
馳
走
之
段
、
無
申
計
候
、
殊
父
子
同
前
在
陣
之
段
、
併
他
家
江

之
覚
与
申
、
外
分
実
太
慶
存
候
、
少
茂
不
可
有
忘
却
候
、
随
而
羽
衣
石
被
及
行
候
者
、

内
々
可
馳
走
之
由
、
申
談
候
条
、
此
節
相
違
之
様
ニ
候
へ
者
、
向
後
失
面
目
儀
候
間
、

旁
々
以
一
涯
有
之
と
、
御
馳
走
頼
申
候
、
委
細
此
者
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛

　
　
　
　

六
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　

元
祥
御
判

　
　
　
　
　

兼
貴
ま
い
る

40　

益
田
藤
兼
宛
行
状
写

木
束
郷
之
内
田
地
三
町
并
田
万
郷
之
内
田
地
弐
町
等
地
之
事
、先
年
当
家
気
遣
之
刻
、

云
軍
忠
、
云
心
馳
、
為
其
賞
令
加
与
畢
、
打
渡
之
前
至
子
孫
可
有
知
行
者
也
、
仍
一

行
如
件
、

　
　

永
禄
十
三
年
庚午
二
月
十
二
日　
　

右
衛
門
佐
御
判

　
　
　
　

刑
部
少
輔
殿

41　

益
田
藤
兼
書
状
写

連
年
被
対
愚
身
別
而
御
馳
走
、
殊
毎
事
忠
節
被
抽
自
余
候
之
段
、
更
無
比
類
候
、
何

様
一
所
可
申
談
候
、
猶
委
細
大
谷
佐
渡
守
・
金
山
雅
楽
助
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

七
月
十
六
日　
　
　
　
　
　

藤
兼
御
判

　
　
　
　
　

形
部
少
輔
殿

42　

益
田
藤
兼
書
状
写

兼
貴
内
存
之
通
対
宮
本
坊
承
候
、
令
承
知
候
之
由
申
候
処
、
重
々
以
一
通
承
候
、
祝

着
候
、
弥
々
向
後
者
預
馳
走
、
於
身
不
可
有
余
儀
候
、
重
畳
任
口
上
候
之
間
、
不
能

一
二
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
佐

　
　
　
　

卯
月
十
日　
　
　
　
　
　
　

藤
兼
御
判

　
　
　
　
　

刑
部
少
輔
殿
進
之
候

43　

益
田
藤
兼
預
ヶ
状
写

木
束
郷
之
内
松
か
ひ
ら
山
野
之
事
、
為
屋
敷
分
預
ヶ
置
之
候
、
猶
委
細
品
川
主
水
允

可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
佐

　
　
　
　

十
二
月
十
八
日　
　
　
　
　

藤
兼
御
判

　
　
　
　
　

刑
部
少
輔
殿
進
之
候

（
天
正
十
四
年
）

（
益
田
）

（
益
田
兼
貴
）進

之
候

（
豊
前
国
築
城
郡
宇
留
津
）

　
　
　
（
天
正
十
四
年
）

（
益
田
）

（
益
田
兼
貴
）進

之
候

（
吉
川
）

〔
聞
〕

『
雲
州
』

（
伯
耆
国
河
村
郡
）

（
天
正
九
年
）

（
益
田
）

（
益
田
）

（
石
見
国
那
賀
郡
）

（
長
門
国
阿
武
郡
）

『
元
亀
元
年
也
』

『
藤
兼
公
』

（
益
田
藤
兼
）

（
益
田
兼
貴
）

（
益
田
）

〔
刑
〕

（
益
田
兼
貴
）

（
益
田
）

（
益
田
兼
貴
）

（
石
見
国
那
賀
郡
）

（
益
田
）

（
益
田
兼
貴
）
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44　

益
田
藤
兼
書
状
写

当
時
家
中
裁
判
之
儀
申
候
所
、
有
同
心
可
有
御
馳
走
之
由
、
満
足
候
、
然
者
如
何
体

之
儀
雖
有
之
、
於
身
聊
不
可
有
別
心
候
、
以
此
旨
弥
々
御
馳
走
頼
存
候
、
猶
大
谷
佐

渡
守
・
金
山
雅
楽
允
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

七
月
十
六
日　
　
　
　
　
　

藤
兼
御
判

　
　
　
　
　

刑
部
少
輔
殿

45　

益
田
藤
兼
書
状
写

彦
次
郎
縁
辺
之
事
、
令
裁
許
候
所
、
御
同
心
千
秋
万
歳
候
、
於
身
満
足
候
、
雖
然
兼

貴
於
無
直
子
者
、
可
被
任
其
意
之
由
、
尤
之
儀
候
、
此
条
兼
英
申
与
候
、
猶
品
川
掃

部
兵
衛
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

六
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　

藤
兼
御
判

　
　
　
　

刑
部
少
輔
殿

　

○
月
日
・
差
出
と
宛
所
の
間
に
朱
書
き
で
次
の
系
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

貞
兼

　

兼
久　
　
　
　

兼
典
上
総
介

　
　
　
　

兼
英

　　

兼
家

　

護
安　
　
　
　
　

兼
政

千
代
重

上
総
介

彦
二
郎

式
部
大
輔

宗
兵
衛

浅
原
藤
左
衛
門

生
沢
九
郎
左
衛
門

46　

全
鼎
益
田

藤
兼
書
状
写

　

 

少
納
言
両
通
披
見
申
候
、
愚
身
出
候
事
、
澄
川
木
引
く
は
り
等
も
可
申
付
候
、
迚

も
神
事
中
可
出
之
間
、
頓
ニ
可
馳
帰
候
〳
〵
、

一�

下
野
守
法
体
之
事
、
御
申
留
之
由
、
尤
候
、
新
庄
辺
江
之
為
取
沙
汰
之
尤
候
、
則��

以
状
申
候
、
以
此
辻
弥
々
可
有
異
見
候
、
其
外
之
者
成
共
、
似
相
候
ハ
ぬ
届
た
て

い
た
し
候
ハ
ぬ
ま
ゝ
に
仕
候
事
ハ
、
毛
頭
身
か
扶
持
ニ
か
け
不
申
候
、
身
心
安
と

申
ハ
、
世
上
之
名
付
計
候
、
先
の
衆
ハ
か
こ
付
之
候
ハ
ぬ
さ
へ
も
年
寄
、
あ
き
シ

世
ヲ
の
か
れ
候
覚
語
計
候
、
先
々
身
か
五
三
年
之
身
持
ヲ
御
見
合
候
て
、
諸
人
之

　

推
量
丈
ニ
違
可
申
候
〳
〵
、
そ
こ
も
心
あ
へ
候
ま
し
く
候
、

一�

兼
忠
御
申
付
候
周
布
祝
言
ま
て
御
待
候
て
、
其
後
可
然
候
ハ
ん
と
申
事
候
、
下
野

事
も
全
屋
な
と
重
而
之
年
忌
可
然
候
ハ
ん
と
申
事
候
、
如
此
申
渡
候
ハ
ね
ハ
、
垣

ヲ
大
儀
可
被
存
候
之
間
、
申
事
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
中
入
道

　
　
　
　

八
月
一
日　
　
　
　
　
　
　

全
鼎
御
判

　
　
　
　

元
祥
進
之
候

47　

全
鼎
益
田
藤
兼
書
状
写

　
　

�

又
兼
忠
事
、
は
た
と
周
布
祝
言
ま
て
ハ
不
可
然
と
、
明
日
状
に
て
、
子
細
此
者

申
候
、
又
元
棟
子
息
文
ニ
見
合
候
、
さ
候
而
一
昨
日
城
か
ら
ま
へ
り
お
り
ら
れ

候
よ
し
申
候
、
今
朝
八
朔
申
遣
候
間
、
返
事
之
飛
脚
ニ
き
こ
へ
候
へ
く
候
、
介

な
と
へ
聞
へ
不
入
事
候
間
、
す
へ
ニ
ハ
不
申
候
、
今
年
方
角
悪
被
下
候
之
間
、

よ
き
事
ハ
候
ま
し
く
候
〳
〵
、
以
上
、

就
我
等
覚
語
同
前
可
有
法
体
之
由
、
覚
語
之
通
淵
底
承
智
本
望
候
、
雖
然
元
祥
両
所

堅
被
申
候
条
、
此
度
之
儀
被
存
知
、
留
之
由
尤
可
然
候
、
元
祥
被
申
事
候
、
此
条
有

侭
意
之
存
分
之
条
、
礑
此
砌
之
儀
可
被
指
延
候
、
さ
候
ハ
ね
ハ
、
愚
身
心
中
之
気
遣

迄
候
、
不
可
限
此
節
候
、
全
屋
年
忌
な
と
に
あ
て
ら
れ
候
て
、
何
時
も
可
有
其
覚
語

候
、
今
年
来
年
之
儀
ハ
、
対
父
子
可
被
指
延
候
、
弥
々
分
別
祝
着
可
申
候
、
委
細
は

少
納
言
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

八
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

全
鼎
御
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
中
入
道

　
　
　
　

下
野
守
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
鼎

　
　
　
　
　
　
　
　

進
之
候

（
益
田
）

（
益
田
兼
貴
）

『
兼
貴
嫡
女
、藤
兼
公
為
養
女
、嫁
益
田
彦
二
郎
兼
英
』

『
英
ヵ
』

（
益
田
）

（
益
田
兼
貴
）

（
俊
勝
）

（
石
見
国
美
濃
郡
）

（
益
田
兼
貴
）

（
吉
川
氏
）

〔
悟
〕

『
伊
豆
守
兼
順
弟
右
近
兼
忠
、栗
山
先
祖
』

（
益
田

兼
貴
）『
尹
兼
公
』

（
益
田
尹
兼
）

〔
カ
〕

（
天
正
十
年
ヵ
）

（
益
田
藤
兼
）

（
益
田
）（

仁
保
）

〔
悟
、以
下
同
〕

（
益
田
）

（
益
田
尹
兼
）

（
俊
勝
）（

天
正
十
年
ヵ
）

（
益
田
藤
兼
）

（
益
田
兼
貴
）
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48　

小
原
兼
正
書
状
写

就
小
坂
方
役
職
桑
原
名
之
儀
、
従　

与
次
郎
殿
様
被
下
御
書
候
、
奉
存
其
旨
候
、
如

尊
意
彼
巨
細
及
度
々
蒙
仰
候
之
趣
、
小
原
二
郎
右
衛
門
尉
雖
申
聞
候
、
礼
部
様
江
可

請
御
意
題
目
之
間
、
只
今
善
悪
不
及
申
上
候
、
一
切
非
緩
怠
之
儀
之
由
申
候
、
然
間

此
等
之
次
第
、
以
愚
息
右
京
進
・
中
村
和
泉
守
申
聞
候
、
定
而
可
被
申
上
候
、
如
此

子
細
悲
春
庵
上
洛
候
之
間
、
具
可
有
御
披
露
候
条
、
一
途
可
被
仰
出
候
、
一
度
御
一

行
御
給
之
上
者
、
小
坂
方
何
之
地
も
可
被
任
御
所
存
候
、
殊
桑
原
名
役
職
之
事
候
間
、

弥
今
度
直
可
被
仰
下
候
、
能
時
分
御
尊
書
畏
入
候
、
此
由
能
々
御
披
露
可
為
専
一
候
、

恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
原
美
作
守

　
　
　
　

霜
月
十
六
日　
　
　
　
　
　

兼
正
判

　
　
　
　
　

品
川
弥
三
郎
殿

　
　
　
　
　

中
村
七
郎
左
衛
門
殿

49　

小
原
兼
正
書
状
写

御
書
謹
而
致
拝
見
候
、
抑
御
領
徳
屋
分
之
内
、
近
年
徳
阿
給
依
明
所
、　

大
殿
様
得

御
意
候
、
作
人
事
可
被
仰
付
之
由
申
上
候
、
就
此
儀
拙
者
へ
御
書
頂
戴
仕
、
其
子
細

京
都
へ
可
申
上
せ
候
、
彼
在
所
并
小
坂
方
の
事
、
既
ニ
於
京
都
御
一
行
御
頂
戴
之
上

者
、
定
而
相
残
分
所
々
早
々
可
被
仰
出
候
、
仍
御
太
刀
・
御
樽
被
下
候
、
過
分
之
至
、

畏
入
候
、
委
細
品
川
弥
三
郎
殿
可
有
御
申
候
之
条
、
省
略
仕
候
、
此
之
由
可
得
御
意

候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　

九
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　

兼
正
判

謹
上　

品
川
弥
三
郎
殿

　

○�

こ
の
文
書
の
宛
所
の
「
品
川
弥
三
郎
」
は
本
文
中
に
も
見
え
、
小
原
兼
正
が
「
謹

上
」
を
付
す
相
手
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
写
し
間
違
い
と
思
わ
れ
る
。
本
来

の
宛
所
は
、「
謹
上
」
を
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
小
原
兼
正
よ
り
も
上
の
立
場

の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
48
号
文
書
か
ら
品
川
弥
三
郎
は
益
田
兼
勝
の
家

臣
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
益
田
兼
勝
と
思
わ
れ
る
。

50　

お
ほ
け
名
境
定
状
写

　
　
　
　

お
ほ
け
名
東
之
境

一
柳
か
ゑ
き
ノ
尾
、
一
山
ノ
谷
ノ
尾
か
き
り
、
一
ま
い
か
と
か
し
ら

一
水
船
ノ
尾
か
き
り
、
一
屋
な
い
迫
ノ
か
し
ら
は
き
は
ら
ノ

　

お
か
き
り
、
一
な
め
ら
か
ゑ
き
の
か
し
ら
ち
や
う
ノ
く
ら
い

一
ひ
の
木
か
う
つ
ノ
大
つ
へ
か
し
ら
ヲ
あ
し
ミ
の
つ
ら
へ

一
こ
し
け
を
ま
さ
ノ
木
ノ
尾
へ
、
一
ゑ
ほ
し
か
た
の
尾
へ

　
　
　
　

西
境

一
ひ
き
坂
ノ
左
を
へ
、
一
な
か
や
ふ
か
し
ら
、
一
岩
く
ら
か
し
ら

一
た
か
す
か
し
ら
へ
、
一
さ
や
と
う
ま
て

一
有
田
殿
領
分
お
ほ
け
名
ノ
境
、
北
ハ
道
を
か
き
り
、

　
　
　
　
　
　
　

　
　

天
正
十
一
年
ミ
つ
の
と
の

ひ　

つ　

し
十
一
月
二
日　

岩
本
佐
渡
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

壱
岐
入
道

　

�

右
境
之
事
、
兼
貴
・
兼
友
為
材
木
取
と
御
越
時
、
此
両
人
被
相
尋
候
畢
、
為
後
日

如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
雅
楽
允

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
受
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澄
川
主
水
允

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
盛
判

51　

松
原
名
小
坂
方
境
定
状
写

松
原
名
小
坂
方
堺
目
柚
平
之
事
、六
ヶ
敷
キ
所
ニ
、此
方
ヨ
リ
ハ
少
納
言
中
間
二
郎
三
郎
、

小
坂
方
ヨ
リ
ハ
伏
谷
善
右
衛
門
尉
殿
・
岩
本
大
炊
助
殿
・
経
兵
衛
・
新
衛
門
参
会
、

（
益
田
兼
勝
）

（
益
田
宗
兼
）

（
小
原
兼
賢
）

（
益
田
宗
兼
）

（　

マ　

マ　

）

（
小
原
）

南

（ 　

癸　

 

）

（ 　

未　

 

）

（
益
田
）
（
同
）
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只
今
申
定
境
、
平
中
の
新
道
之
た
か
さ
ヨ
リ
、
両
方
の
尾
ま
て
、
ミ
ち
た
か
さ
、
夫

を
つ
こ
う
て
、
西
ハ
黒
岩
た
き
か
し
ら
、
そ
れ
ヨ
リ
な
は
ゑ
て
、
く
原
い
て
の
西
迄
、

申
定
所
、
為
後
日
之
状
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　

宅
野
右
京
亮

　
　

天
正
六
年
戊
寅
三
月
廿
八
日　
　
　
　

兼
是
判

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　

少
納
言
俊
勝
判

　
　
　
　

伏
谷
善
右
衛
門
殿

　
　
　
　

岩
本
大
炊
助
殿
参

52　

全
鼎
益
田
藤
兼
書
状
写

誠
立
か
へ
る
春
の
御
悦
め
て
た
く
候
、
殊
御
た
る
さ
か
な
送
給
、
ゆ
わ
ひ
候
へ
く
候
、

春
な
か
に
け
ん
さ
ん
に
て
申
承
候
へ
く
候
、
か
し
く
、

　
　
　
　

正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　

せ
ん
鼎

　
　
　
　

に
し
の
と
い
ま
い
る
申
し
給
へ

益
田
次
郎
兵
衛
兼
友
代　

若
名
与
次
郎

53　

益
田
元
祥
感
状
写
（
16
号
文
書
の
写
。
本
文
省
略
）

54　

益
田
元
祥
書
状
写

今
度
父
子
同
前
ニ
在
陣
候
て
、
何
篇
外
聞
能
候
、
馳
走
併
内
々
心
懸
故
与
本
望
存
候
、

向
後
不
可
有
忘
却
候
、
先
様
一
動
之
儀
申
下
之
、
別
而
御
馳
走
頼
申
候
、
委
細
此
者

可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛

　
　
　
　

六
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　

元
祥
御
判

　
　
　
　
　
　

与
次
郎
殿
進
之
候

55　

益
田
元
祥
書
状
写

先
日
者
内
意
之
趣
申
候
之
処
、
納
得
之
由
一
段
本
望
存
候
、
先
度
承
候
之
通
、
弥
無

相
違
と
太
慶
此
事
候
、
委
細
此
者
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

二
月
八　
　
　
　
　
　
　
　

祥
御
判

　
　
　
　
　
　

友
ま
い
る

　
　
　
　
　
　
　

申
し
給
へ

56　

益
田
元
祥
書
状
写

内
存
之
通
一
々
承
知
候
、
誠
御
方
之
儀
年
比
相
懇
と
申
、
彼
是
向
後
之
儀
者
乍
勿
論
、

別
而
申
談
候
ハ
て
不
叶
儀
候
、
殊
更
同
意
之
趣
、
於
身
一
段
本
望
存
候
、
然
上
者
我

等
内
証
不
残
此
者
ニ
申
聞
候
之
条
、
可
被
尋
聞
候
、
何
茂
当
家
之
儀
茂
、
只
今
之
姿

ニ
て
ハ
、
難
相
届
仕
合
候
条
、
右
之
分
今
迄
ハ
令
儀
定
候
、
是
と
て
も
年
寄
中
無
同

心
候
へ
は
、
無
成
就
儀
候
、
自
余
之
衆
中
と
て
も
、
雖
別
儀
有
間
敷
候
、
先
以
御
方

之
儀
、
何
篇
愚
身
可
為
同
前
之
旨
、
一
入
之
安
堵
此
事
候
、
将
又
一
ヶ
条
内
談
具
彼

者
物
語
候
て
聞
分
候
、
乍
去
就
夫
内
存
不
残
此
者
ニ
申
聞
候
、
能
々
分
別
於
身
礑
可

為
本
望
候
、
委
細
少
納
任
口
上
候
条
、
不
能
詳
候
、
余
勿
論
之
儀
候
条
、
雖
不
入
儀

候
、
御
方
之
儀
瀧
蔵
山
八
幡
大
菩
薩
・
摩
利
支
尊
天
御
照
覧
候
へ
、
向
後
共
諸
事
無

沙
汰
有
間
敷
候
、
重
畳
此
者
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

二
月
四
日　
　
　
　
　
　
　

祥
御
判

　
　
　
　
　

友
ま
い
る

　
　
　
　
　
　

申
し
給
へ

57　

益
田
元
祥
書
状
写

次
郎
兵
衛
尉
内
証
之
趣
、
具
承
知
候
、
存
寄
候
て
被
申
候
段
、
於
我
等
も
一
入
本
望

存
候
、
内
意
を
不
存
候
へ
は
、
当
時
と
候
て
も
、
又
時
々
用
捨
も
有
之
事
候
、
於
向

後
ハ
弥
心
安
、
何
篇
可
相
談
候
間
、
其
趣
を
内
々
被
申
達
候
て
可
給
候
、
委
細
者
任

（
樽
）（

肴

）

（
見

参
）

（
全
鼎
、益
田
藤
兼
）

『
西
ノ
土
居
と
ハ
兼
貴
室
、益
田
伊
豆
守
兼
順
女
也
』

　
　
　
（
天
正
九
年
ヵ
）

（
益
田
）

（
益
田
兼
友
）

（
益
田
元
祥
）

（
益
田
兼
友
）

（
俊
勝
）

〔
言
脱
〕

（
益
田
元
祥
）

（
益
田
兼
友
）

（
益
田
兼
友
ヵ
）

©2015 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ）　山口県文書館寄託「益田高友家文書」中世分の翻刻と紹介（中司）105

口
上
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

壬
正
月
五
日　
　
　
　
　
　

元
祥
御
判

　
　
　
　
　

伊
豆
守
殿
進
之
候

　

○�

こ
の
文
書
は
年
未
詳
で
あ
る
が
、
閏
正
月
付
で
あ
る
こ
と
、
益
田
元
祥
の
発
給

文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
亀
三
年
・
天
正
十
一
年
・
天
正
十
九
年
の
い
ず
れ

か
の
も
の
で
あ
る
。

58　

益
田
元
祥
書
状
写

　
　

�

返
々
先
日
中
尾
に
て
こ
の
儀
候
間
、
更
御
あ
う
か
い
所
も
無
之
候
、
一
昨
夜
と

も
ハ
彼
寺
家
之
衆
中
に
ね
た
る
衆
と
も
ハ
無
之
由
候
間
、
今
晩
よ
り
伽
を
さ
せ

ら
れ
候
て
可
然
候
、
さ
り
と
て
ハ
御
方
と
の
鑓
に
て
い
た
ミ
之
段
ハ
、
何
と
か

く
さ
れ
候
て
も
無
其
隠
儀
候
、
御
方
伽
に
ハ
罷
立
、
定
而
野
州
な
と
も
其
た
め

た
ち
に
て
候
へ
く
候
ま
ゝ
、
快
気
可
為
案
中
候
、
と
か
く
重
分
ニ
候
ハ
ヽ
存
命

不
定
ほ
と
の
仕
合
と
申
候
、
一
段
之
や
り
ま
へ
世
間
に
も
無
其
隠
候
〳
〵
、
以

上
、

先
以
宗
挙
頭
下
目
ニ
鑓
疵
を
以
外
被
相
煩
之
由
候
、
先
日
於
中
尾
御
方
と
の
鑓
に
て

深
手
を
お
ハ
れ
候
由
、
世
上
無
其
隠
候
、
御
名
誉
不
及
言
語
候
、
み
ハ
ほ
そ
く
候
へ

と
も
、
一
段
之
か
ね
よ
し
に
て
、
能
々
伐
り
か
く
故
、
い
た
ミ
之
由
申
候
、
世
上
之

風
聞
ハ
少
々
こ
し
半
ほ
と
ま
て
も
切
鑓
に
合
候
由
申
候
、
驚
耳
計
候
〳
〵
、
恐
々
か

し
く
、

　
　
　
　

十
二　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
蕃
御
判

　
　
　
　
　

兼
友
ま
い
る　
　
　
　
　
　

自
石
州

　
　
　
　
　
　
　

申
し
給
へ

59　

益
田
広
兼
書
状
写

音
問
拝
見
申
候
、
其
地
無
何
事
由
た
い
け
い
ニ
候
、
七
内
下
向
ち
か
〳
〵
之
由
申
候

か
、
い
つ
こ
ろ
に
て
候
半
や
承
度
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
太

　
　
　
　

後
正
月
七
日　
　
　
　
　
　

広
兼
御
判

　
　
　
　
　

次
郎
兵
衛
殿
進
之
候　
　

自
広
島

60　

益
田
広
兼
書
状
写

一
両
日
者
疎
遠
之
様
ニ
候
、
能
も
ち
と
延
候
条
、
先
休
息
候
て
、
能
前
ニ
被
出
候
て
、

可
然
存
候
、
委
斧
与
一
ニ
申
含
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

廿
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
兼
御
判

　
　
　
　
　

二
郎
ひ
や
う
へ
殿
進
之
候

61　

益
田
景
祥
書
状
写

為
祥
年
之
御
慶
一
包
給
候
、
悦
入
存
候
、
遠
路
御
志
之
段
本
望
候
、
急
度
罷
下
候
条
、

以
面
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

修
理
『
祥
』

　
　
　
　

二
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　

景
嵯
御
判

　
　
　
　
　

二
郎
兵
衛
殿

文
禄
元
年
高
麗
御
陣
之
節
、　

景
祥
公
十
六
歳
ニ
而
、

隆
景
公
御
手
ニ
而
御
渡
海
之
節
、
従　

元
祥
公
、
兼
友
事
御
後
見
ニ
被
附
渡
候
、其
刻
自

隆
景
公
御
鞍
鐙
桐
ノ
ト
ウ
金
具

御
紋
有
之

拝
領
被
仰
付
、
今
以
所
持
仕
候
事
、

62　

益
田
景
祥
書
状
写

　
　

�

尚
々
八
兵
衛
此
中
奉
公
無
油
断
候
、
一
段
セ
い
も
の
に
て
候
条
、
修
理
て
う
ほ
う

（
益
田
）

『
兼
豊
、
又
左
衛
門
先
祖
』

〔
カ
〕

『
元
祥
公
』

（
益
田
元
祥
）

（
益
田
）

（
益
田
景
祥
）

　
　
　
（
天
正
十
九
年
）

（
益
田
）

（
益
田
兼
友
）

（
益
田
）

（
益
田
兼
友
）

（
益
田
景
祥
）

（
益
田
兼
友
）

（
益
田
）

（
小
早
川
）

（
益
田
）

（
益
田
）

『
固
政
事
』

（
益
田
景
祥
）

（
重

宝
）
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ニ
候
、
又
か
う
斎
た
う
こ
へ
ち
と
き
ゝ
た
く
し
候
、
此
由
可
申
候
、
い
ん
き
よ

の
仕
合
如
何
候
や
、

　

為
音
信
鮒
ノ
す
し
到
来
、
則
令
祝
着
候
、
爰
元
一
入
珍
敷
候
、

一
玄
番
様
頭
痛
御
煩
、
殊
外
御
草
臥
候
て
、
笑
止
候
、
越
州
気
分
ハ
よ
く
候
条
、
可

　

心
安
候
、

一�

我
々
領
分
も
西
方
同
前
ニ
検
地
申
付
候
、
安
小
左
・
永
長
兵
両
人
へ
申
付
候
条
、

何
篇
其
方
助
言
頼
入
候
、

一�

当
年
江
戸
御
普
請
無
之
、
下
々
迄
之
安
堵
迄
候
、
何
茂
春
中
ニ
其
地
可
罷
越
候
条
、

以
面
可
申
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　

三
月
七
日　
　
　
　
　
　
　

景
御
判

　
　
　
　

宗
的
『
増
野
藤
右
衛
門
祥
護
、
法
体
宗
的
、
固
政
実
父
』

［
付
記
］
こ
の
史
料
紹
介
は
、「
日
本
史
史
料
の
研
究
資
源
化
に
関
す
る
研
究
拠
点
」

二
〇
一
三
年
度
一
般
共
同
研
究｢

文
献
・
考
古
両
分
野
に
よ
る
中
世
後
期
西
日
本
海

地
域
に
お
け
る
流
通
経
済
の
解
明
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
「
益
田
高
友
家
文
書
」
の
閲
覧
お
よ
び
紹
介
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
山
口
県
文
書

館
の
和
田
秀
作
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

『
上
村
か
う
斎
、本
名
完
道
』

（
隠

居
）

（
益
田
元
祥
）

（
益
田
元
堯
）

『
安
田
小
左
衛
門
法
体
間
斎
、九
郎
兵
衛
先
祖
』

『
永
井
長
兵
衛
祥
長
、小
原
勘
右
衛
門
先
祖
』

『
景
祥
公
』

（
益
田
景
祥
）
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「
益
田
高
友
家
文
書
」
花
押
集

１．大内義長

５．陶晴賢

９．益田尹兼

13．益田藤兼

２．尼子晴久

６．内藤隆世

10．益田宗兼

14．益田藤兼

３．陶晴賢

７．中島常栄

11．益田宗兼

15．益田藤兼

４．内藤隆世

８．甲清

12．益田藤兼

16．益田元祥
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